
電機各社とも、前年同期に比べて売上

高が大幅に減少しています。

コロナ禍により、売上

収益△２，９９８億円、調整後営業利益

△６５７億円それぞれ減少したとしてい

ます。但し、売上高の減少の一部は、日

立化成の売却によるものです。セグメン

ト別では、調整後営業利益で日立金属以

外は営業益を確保しています。ＩＴは依

然として高い利益率（８．９％）になっ

ています。

コロナ禍に

より、売上高△３，５００億円、営業利益△８０

０億円となっています。営業赤字にはならなかっ

たものの、営業利益が大幅にダウンしています。

セグメント別の調整後営業利益では、オートモティ

ブが△２９５億円、コネクティッドが△１６６億

円と大幅な赤字になっています。

コロナ禍にも関わ

らず、営業利益を伸ばしています。

「インフラストラクチャー」及び「Ｉｏｔ」で売

上収益が伸びました。営業利益も、前期の赤字か

ら３０６億円と大幅に上昇しました。これは、販

売費及び一般管理費の費用削減（リストラ）によ

るものです。

コロナ禍による売上高で△３

５８億円の減少がありましたが、営業利益が前期

比１８８億円の増益になっています。スーパーコ

ンピュータ富岳や５Ｇの基地局などが寄与してい

ます。

営業赤字とな

りました。元々収益構造が脆弱なことが、影響し

ていると考えられます。 社会公共事

業△３３億円（ＰＣ特需終了）、ネットワーク△

２１億円（５Ｇ設備投資増）、グローバル△３０

億円（海外企業売上減）がそれぞれ営業赤字。

エネルギー△７４億円、デバイス＆スト

レージ△４６億円（半導体需要減）、リテール＆

プリンティング△４３億円（複写機・ＰＯＳ需要

減）がそれぞ

れ営業赤字。

コロナ禍で、

売上高で△１

１０億円、営

業利益で△２

０億円の影響

があったとし

ています。
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